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記記
念念
説説
教教
はは
本本
学学
のの
初初
代代
宗宗
教教
主主
任任

緒緒
方方

純純
雄雄
先先
生生
がが
行行
っっ
たた

式

辞

長
崎
学
院

理
事
長

粟
屋

曠

３
・
１１
の
東
日
本
大
震
災
で
な
く
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
一
日
も

早
い
復
興
を
念
じ
ま
し
て
、
挨
拶
に
入
ら
せ
て

頂
き
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
吉
田
義
�
時
津
町
長
様
、
中

華
人
民
共
和
国
駐
長
崎
総
領
事
館

李
文
亮
総

領
事
閣
下
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
同
盟

佐
藤
東

洋
士
理
事
長
様
、
学
校
法
人
九
州
文
化
学
院

阿
部
直
樹
理
事
長
様
、
学
校
法
人
活
水
学
院

院
長
野
々
村
昇
様
、
学
校
法
人
鎮
西
学
院
長
崎

ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学

学
長
森
泰
一
郎
先
生
、

同
窓
会
の
皆
様
、
保
護
者
会
の
皆
様
、
歴
代
の

理
事
長
・
学
長
の
方
々
並
び
旧
教
職
員
の
方
々

を
は
じ
め
他
多
く
の
各
界
の
方
々
を
お
迎
え
し
、

教
職
員
、
学
生
諸
君
と
も
ど
も
こ
の
栄
え
あ
る

式
典
を
開
式
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、
光
栄
の
極
み
で
ご

ざ
い
ま
す
。

創
立
よ
り
６５
年
の
間
、
数
多
く
の
苦
難
・
辛

苦
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
長
崎
学
院
・
長
崎
外

国
語
大
学
の
地
位
を
築
い
て
下
さ
っ
た
創
立
者

を
は
じ
め
と
す
る
先
人
に
対
し
て
、
深
甚
な
る

敬
意
と
衷
心
か
ら
の
感
謝
を
表
す
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
ず
は
こ
の
６５
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

当
学
院
の
在
る
長
崎
は
、
１
５
７
１
年
（
元

亀
２
年
）
開
港
さ
れ
、
長
崎
は
鎖
国
時
代
唯
一

西
欧
に
開
か
れ
た
窓
口
で
、
ご
案
内
の
よ
う
に

日
本
の
近
代
化
に
大
変
寄
与
し
た
街
で
し
た
。

そ
の
長
崎
は
、
１
９
４
５
年
８
月
９
日
た
っ

た
一
発
の
原
爆
に
よ
っ
て
廃
墟
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
灰
燼
く
す
ぶ
る
中
で
、
本
学
設
立
の
準

備
が
始
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

長
崎
馬
町
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
創
立
者
の

青
山
武
雄
先
生
は
考
え
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
は
日
本
の
社
会
に

深
刻
な
衝
撃
を
与
え
、
未
曾
有
の
精
神
的
・
物

質
的
荒
廃
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一
切
を
な
げ

う
っ
て
戦
場
に
赴
い
た
学
生
や
生
徒
は
挫
折
感

と
絶
望
に
う
ち
ひ
し
が
れ
、
虚
脱
状
態
で
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
彼
ら
に
何
よ
り
学
ぶ
場
を
用
意

し
て
、
彼
ら
に
学
ぶ
意
欲
と
喜
び
を
取
り
戻
さ

せ
た
い
。
そ
し
て
新
し
い
日
本
を
担
う
人
材
育

成
を
決
意
し
た
の
で
す
。

青
山
先
生
を
中
心
と
し
た
創
立
者
た
ち
が
教

育
の
基
本
に
据
え
た
理
念
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
主
義
で
し
た
。
日
本
の
将
来

を
担
う
人
物
は
、
世
界
的
な
視
野
と
教
養
を
身

に
つ
け
た
人
格
者
で
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
争

い
の
な
い
世
界
平
和
と
人
類
の
共
存
共
栄
の
理

想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
外
国
語
を
用
い
て

異
な
る
国
々
の
人
々
と
対
話
し
、
異
文
化
を
理

解
し
尊
重
す
る
若
者
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
日
本
の
良
心
た
る
そ
の
よ
う
な

自
立
し
た
人
間
の
教
育
の
基
盤
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
「
隣
人
愛
」「
献
身
と
奉
仕
の
精
神
」「
真

理
と
自
由
の
探
求
」
と
い
う
普
遍
的
な
価
値
観

に
こ
そ
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
創
立
者
た

ち
は
考
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
加
え
て
、
古
く
か

ら
海
外
と
の
交
易
で
栄
え
、
江
戸
時
代
に
は
海

外
文
化
移
入
の
一
大
拠
点
と
な
り
、
維
新
前
す

で
に
わ
が
国
最
初
の
外
国
語
学
校
が
開
設
さ
れ

て
日
本
各
地
か
ら
有
為
の
青
年
た
ち
が
は
せ
集

い
、
近
代
日
本
の
揺
籃
と
な
っ
た
長
崎
、
そ
し

日
本
の
将
来
を
担
う
人
物
は
、
世
界
的
な
視
野
と
教
養

を
身
に
つ
け
た
人
格
者
で
在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
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式

辞

長
崎
外
国
語
大
学

学
長

石
川
昭
仁

て
い
ま
な
お
国
際
的
雰
囲
気
を
色
濃
く
と
ど
め

る
長
崎
は
、
外
国
語
教
育
に
最
適
の
地
で
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
信
念
の
も
と
、
先
に
触
れ
ま
し

た
が
、
１
９
４
５
年
１２
月
１
日
、
長
崎
馬
町
教

会
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
仮
事
務
所
を
設
け
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

活
動
開
始
の
準
備
と
長
崎
外
国
語
学
校
創
立
事

務
所
を
も
う
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
授
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
母
体
と
し
て
１
９
４
７
年

に
長
崎
外
国
語
学
校
・
専
門
部
・
夜
間
専
攻
科
、

１
９
５
０
年
に
は
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
を
設

立
し
、
語
学
教
育
を
通
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
全

人
教
育
に
専
心
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
１
年

４
月
に
設
立
さ
れ
た
長
崎
外
国
語
大
学
は
１０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、「
私
学
は
創
立
の
ビ
ジ
ョ

ン
・
精
神
を
継
承
し
て
い
く
組
織
体
で
あ
る
」

の
言
葉
通
り
、
創
立
者
た
ち
の
理
念
が
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
則
に
は
、「
本
学
は
、
教
育

基
本
法
に
則
り
学
校
教
育
法
の
定
め
る
大
学
と

し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
き
、
外
国
語

と
国
際
文
化
に
関
す
る
知
識
を
教
授
研
究
し
、

国
際
的
な
視
野
と
円
満
な
人
格
の
涵
養
を
図
り
、

も
っ
て
地
域
並
び
に
人
類
社
会
の
福
祉
と
発
展

に
寄
与
し
う
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

校
舎
は
１
９
４
８
（
昭
和
２３
年
）
元
大
工
町

⇒

１
９
５
９
（
昭
和
３４
年
）
住
吉
町：

泉
町⇒

１
９
９
６
（
平
成
８
年
）
現
在
地
と
移
転
し
ま

し
た
が
、
こ
の
理
念
は
堅
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
院
の
こ
の
建
学
の
精
神
は
、
創
立
記
念

日
や
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
、
さ
ら
に
は
校
章
に

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
記
念
日
は
１２
月
１
日

で
あ
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は
、「
わ

た
し
は
道
で
あ
り
、真
理
で
あ
り
、命
で
あ
る
」

と
い
う
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
で
あ
り
、

そ
の
「
道
・
真
理
・
命
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン

語
のV

IA
V

E
R

ITA
S

V
ITA

（
ウ
ィ
ー
ア
・

ウ
ェ
ー
リ
タ
ー
ス
・
ウ
ィ
ー
タ
）
が
校
舎
正
面

に
大
き
く
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
校
章
は
、

そ
の
頭
文
字
の
Ｖ
を
三
つ
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
道
・
真
理
・
命
」
は
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
１４
章
６
節
か
ら
で
す
が
、
６
節
全
文
は

『
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。「
私
が
道
で
あ
り
、

真
理
で
あ
り
、
命
で
あ
る
。
私
を
通
ら
な
け
れ

ば
、
誰
も
父
の
も
と
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
」』
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架

に
か
か
る
前
夜
、
最
後
の
晩
餐
の
席
で
決
別
の

言
葉
と
し
て
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
主
イ
エ
ス
と
は
私
た
ち
一
人
一
人
に

と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
お
方
で
あ
る
か
を
、
ひ

と
言
で
言
い
表
し
て
い
る
こ
の
聖
句
は
ヨ
ハ
ネ

に
よ
る
福
音
書
の
中
で
も
特
に
大
切
な
聖
句
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
創
立
者
た
ち
の
理
念
、
建
学
の
精
神
は

本
学
が
続
く
限
り
、
堅
持
す
る
こ
と
が
残
さ
れ

た
我
々
の
使
命
だ
と
思
い
、
次
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
出
席
の
皆
様
、
特
に
卒
業
生
の
皆
様
、
保

護
者
会
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
指
導
、
ご
支
援

を
頂
き
、
私
た
ち
教
職
員
の
努
力
の
相
乗
効
果

が
相
ま
っ
て
、
輝
け
る
大
学
を
創
造
す
る
道
が

拓
け
る
こ
と
を
願
っ
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
わ
が
長
崎
学
院
創
立
６５
周
年
、

長
崎
外
国
語
大
学
開
学
１０
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
す
る
に
あ
た
り
、
ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
皆
様
方
に
対
し
、
ま
ず
も
っ
て
心

よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

本
学
学
生
諸
君
を
は
じ
め
数
多
く
の
長
崎
学
院
、

長
崎
外
国
語
大
学
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、

こ
の
栄
え
あ
る
式
典
を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
と
と
も

に
、
光
栄
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

長
崎
学
院
は
、
長
崎
外
国
語
学
校
を
起
源
と

し
て
、
１
９
４
５
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終

わ
っ
た
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
長
崎
は
、
広
島

と
と
も
に
原
子
爆
弾
の
悲
惨
を
経
験
し
た
町
で

す
。
長
崎
学
院
は
、
原
子
爆
弾
の
惨
禍
の
中
で
、

戦
争
に
対
す
る
深
い
反
省
と
キ
リ
ス
ト
教
的
人

間
愛
の
精
神
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
根
本
に
あ
っ
た
の
は
、
世
界
の
平
和
と
人

類
の
共
存
共
栄
の
た
め
に
は
、
若
者
た
ち
が
外

国
の
言
葉
を
学
び
、
そ
の
背
景
に
あ
る
各
民
族

の
豊
か
な
歴
史
や
文
化
、
も
の
の
考
え
方
や
も

の
の
感
じ
方
を
学
び
、
国
や
民
族
を
超
え
て
相

互
に
深
く
理
解
し
合
う
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

で
あ
る
と
い
う
理
念
で
す
。

こ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
１
９
５
０

年
に
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
が
開
学
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
学
則
に
は
「
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
き
、
外
国
語
と
国
際
文
化
に
関
す
る
知
識

を
教
授
研
究
し
、
国
際
的
な
視
野
と
円
満
な
人

格
の
涵
養
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
並
び
に
人
類

社
会
の
福
祉
と
発
展
に
寄
与
し
う
る
人
材
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
と
謳
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
も
、

ち
ょ
う
ど
６０
年
に
わ
た
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え

て
今
年
３
月
を
も
っ
て
閉
学
い
た
し
ま
し
た
。

６０
歳
の
還
暦
を
迎
え
た
我
々
が
「
赤
い
頭
巾
と

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を
身
に
着
け
、
生
ま
れ
た

と
き
に
帰
る
よ
う
に
、
長
崎
外
国
語
短
期
大
学

は
、
長
崎
外
国
語
大
学
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

長
崎
外
国
語
大
学
に
そ
の
使
命
を
託
し
た
と
い

え
ま
す
。
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
の
６０
年
の
発

展
の
歴
史
は
、
幾
多
の
先
達
の
高
い
志
と
情
熱
、

そ
し
て
苦
難
と
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
記
念
式
典
の
と
き
に
改
め
て
深
甚
な
る
敬
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

長
崎
学
院
６０
周
年
記
念
誌
に
は
、
短
期
大
学

の
校
旗
が
つ
く
ら
れ
た
経
緯
を
語
っ
た
卒
業
生

の
思
い
出
が
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
時
の

短
大
は
、
経
済
的
に
相
当
困
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
学
生
の
一
人
が
校
旗
の
製
作
を
大
学

に
要
望
し
、
そ
れ
が
難
し
い
と
知
る
と
、
全
学

生
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
集
ま
っ
た
相
当
の
金
額

を
大
学
に
提
供
し
、
そ
の
こ
と
が
大
学
を
動
か

し
て
校
旗
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
こ
の
校
旗
に

記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念式式式式式式式式式式式式式式典典典典典典典典典典典典典典長崎学院創立６５周年・
長崎外国語大学開学１０周年特集

石石川川 昭昭仁仁 長長崎崎外外国国語語大大学学 学学長長

小小
西西
哲哲
郎郎

長長
崎崎
学学
院院

宗宗
教教
主主
任任
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象
徴
さ
れ
る
幾
多
の
卒
業
生
の
母
校
愛
を
覚
え
、

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
に
開
学
し
た
長
崎
外
国
語
大
学

は
、
初
代
学
長
光
田
明
正
先
生
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
建
学
の
理
念
を
継
承
し
て
、

特
に
国
際
交
流
に
力
を
入
れ
、
日
本
人
学
生
と

留
学
生
と
が
共
に
学
び
、
交
流
を
深
め
、
知
識

と
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
学
生
た
ち
が
真
に
国

際
的
な
視
野
を
備
え
た
人
間
に
成
長
す
る
こ
と

を
教
育
の
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
。
第
二
代
学

長
池
田
紘
一
先
生
は
、
困
難
に
直
面
し
た
長
崎

学
院
の
た
め
に
大
胆
な
改
革
を
勇
気
を
も
っ
て

実
行
さ
れ
、
新
生
長
崎
外
国
語
大
学
の
産
婆
役

と
し
て
、
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
我

が
大
学
関
係
者
を
代
表
し
て
心
よ
り
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
今
、
日
本
は
、
人
口
の
減
少
に
加
え

て
、
経
済
の
停
滞
、
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原

発
事
故
、
急
激
な
円
高
に
よ
る
生
産
拠
点
の
海

外
移
転
、
産
業
の
空
洞
化
な
ど
、
行
き
先
不
透

明
な
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
世
界
に
目

を
向
け
れ
ば
、
１
９
９
１
年
の
ソ
連
崩
壊
の
後
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
称
さ
れ
る
ア
メ
リ

カ
の
一
極
体
制
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
２

０
０
１
年
の
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
降

は
、
２
０
０
８
年
以
後
の
世
界
同
時
不
況
も
あ

い
ま
っ
て
ア
メ
リ
カ
一
極
体
制
が
年
を
追
う
ご

と
に
弱
ま
り
、
世
界
秩
序
の
フ
ラ
ッ
ト
化
・
多

様
化
が
進
行
し
、
文
化
の
衝
突
、
国
家
間
の
利

害
の
対
立
が
環
境
問
題
や
労
働
問
題
な
ど
様
々

な
局
面
で
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

２１
世
紀
社
会
に
お
い
て
、
大
学
は
、
こ
れ
ま
で

人
類
が
歩
ん
で
き
た
「
歴
史
や
文
化
」
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
て
今

日
の
「
世
界
の
諸
課
題
」
を
理
解
し
、
困
難
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
う
る
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
」
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
は
、「
堅
牢
な
守
り
で
は
な
く
、
そ
の

内
部
で
常
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
革
新
）
を
生

み
出
す
こ
と
」
で
、
持
続
可
能
な
も
の
に
な
り

ま
す
。
昨
年
、
我
が
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の

就
業
力
育
成
事
業
の
指
定
を
受
け
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
の
育
成
を
目
指
し
て
、
教
育
の
質

の
向
上
を
図
る
様
々
な
取
り
組
み
に
ま
い
進
し

て
お
り
ま
す
。

本
年
は
国
際
交
流
協
定
大
学
の
協
力
を
得
て
、

中
国
の
ア
モ
イ
と
台
湾
の
高
雄
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
中
国
語

専
修
の
学
生
に
加
え
て
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語

の
学
生
も
参
加
し
、
多
言
語
・
多
文
化
を
学
ぶ

と
い
う
本
学
の
教
育
方
針
が
着
実
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
課

程
の
構
造
化
、
シ
ス
テ
ム
化
を
図
る
と
と
も
に
、

学
生
が
日
々
の
学
び
を
記
録
し
、
指
導
を
受
け

な
が
ら
学
習
の
質
の
向
上
さ
せ
る
「
学
修
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
」
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
、
教
員
中
心
の
教
育
か
ら
、
学
生
た
ち

が
主
体
的
自
立
的
に
学
ん
で
い
く
教
育
へ
の
転

換
で
あ
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
で
す
。
卒

業
時
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
能
力
が
身
に

付
つ
く
の
か
、
な
に
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
、
と
い
う
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
の
学
習
到
達

目
標
を
、
あ
ら
か
じ
め
学
生
、
教
員
、
保
護
者
、

社
会
に
宣
言
し
、
学
習
の
進
み
具
合
を
学
生
自

身
の
手
で
記
録
し
続
け
、
自
ら
よ
り
高
度
な
学

び
へ
と
進
ん
で
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
れ
を
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
我
が
大
学

に
と
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
ほ
ど
「
国
際
交
流
大
学
」
と
し
て
の
我
が

大
学
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
の
学
生
が
将
来
国
際
社
会
で
活
躍
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
定
し
、
そ
れ
に
向

け
、
い
か
な
る
困
難
を
も
乗
り
越
え
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ

の
誓
い
を
表
明
し
て
、
私
の
式
辞
と
い
た
し
ま

す
。今

回
の
記
念
式
典
特
集
号
発
行
に
あ
た

り
、
同
窓
会
会
長
、
保
護
者
会
会
長
か
ら

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。長

崎
外
国
語
大
学
同
窓
会
よ
り

長
崎
外
国
語
大
学

同
窓
会
会
長

吉
田

親
生

長
崎
外
国
語
大
学
同
窓
会
会
長
で
、
一
部
三

回
生
の
吉
田
親
生
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
度
、
学
校
法
人
長
崎
学
院
は
、
創
立
六

十
五
周
年
を
、
又
、
長
崎
外
国
語
短
期
大
学
の

伝
統
を
礎
と
し
て
開
学
さ
れ
た
長
崎
外
国
語
大

学
は
、
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
学
が
、
輝
か
し
い
歴
史
の
節
目
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
同
窓
会
を
代
表
し
、

心
よ
り
お
慶
び
と
御
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
、
本
学
の
卒
業
生
は
、
一
二
、
一
一
一

名
を
数
え
、
卒
業
後
は
、「
語
学
を
生
か
し
た

平
和
社
会
実
現
」
と
の
本
学
の
理
念
の
も
と
、

国
内
外
の
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
更

に
本
学
の
発
展
の
為
に
、
世
界
の
各
地
に
広

が
っ
た
同
窓
会
会
員
の
「
絆
」
を
深
め
合
う
機

会
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
、
同
窓
会
と
し
て
、
支
部

づ
く
り
元
年
の
年
と
捉
え
、
大
学
、
保
護
者
会

等
と
の
連
携
を
図
り
、
で
き
る
所
か
ら
、
支
部

結
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
か
皆
様
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
外
国
語
大
学
保
護
者
会

の
活
動
に
つ
い
て

長
崎
外
国
語
大
学

保
護
者
会
会
長

大
川

政
明

昨
年
１２
月
３
日
に
、
長
崎
学
院
創
立
６５
周
年

な
ら
び
に
長
崎
外
国
語
大
学
開
学
１０
周
年
に
あ

今
ほ
ど
「
国
際
交
流
大
学
」
と
し
て
の
我
が
大
学
の

真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん

特集記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念式式式式式式式式式式式式式式典典典典典典典典典典典典典典長崎学院創立６５周年・
長崎外国語大学開学１０周年

在学生も多数参加しました
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た
り
、
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
崎

学
院
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
混
乱
し

た
時
代
、
語
学
学
習
の
重
要
性
を
鑑
み
い
ち
早

く
長
崎
の
地
で
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
創

設
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
６５
年
の
歴
史

を
刻
む
中
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
有
用
な
人
物

を
輩
出
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
を
世
界
を
動

か
し
て
い
く
有
能
な
人
材
の
育
成
に
邁
進
し
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
長
崎
外
国
語
大
学
も

１０
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、
４
年
制
大
学

の
教
育
内
容
の
充
実
と
学
生
の
学
習
意
欲
を
高

め
る
施
策
が
行
わ
れ
、
多
く
の
学
生
が
こ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
懸
命
に
学
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
懸
命
に
努
力
す
る
学
生
が

多
数
存
在
す
る
中
、
保
護
者
の
皆
様
の
連
携
を

深
め
る
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の
支
援
や
励
み

に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
念
ず
る
親
心
か
ら
の
思
い
で
、
保
護

者
会
は
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
会
員
の
皆
様
か
ら
会
費
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
学
生
支
援

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
励
ま
し
に
使
っ
て
い
ま

す
。
成
績
上
位
の
学
生
に
限
ら
ず
、
保
護
者
の

視
点
で
愛
情
を
持
っ
て
、
学
生
の
真
の
支
援
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
会
は
、
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま

だ
数
年
と
い
う
短
い
歩
み
で
あ
り
ま
す
が
、
理

事
会
や
総
会
等
の
事
務
運
営
も
整
い
、
学
生
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ク
ラ
ブ
活
動
奨
励
等
の
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
、
保
護
者
会
の

活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご
賢
察
い
た
だ
き
、
今
後

と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念式式式式式式式式式式式式式式典典典典典典典典典典典典典典長崎学院創立６５周年・
長崎外国語大学開学１０周年特集

祝賀会では懐かしい出会いに、旧交を温めあう姿が多く見られ
和やかな雰囲気でした

南津 佳広（右）アガエス ジュリアン（左）
両講師からの花束贈呈で、会場はいっそう
温かい雰囲気に包まれました

祝賀会は
ラウンジで
和やかに

記念式典に引き続いての祝賀会は、
昨年９月に新たに完成した新ラウン
ジを会場に行われました。ご出席い
ただいた来賓の方々からお祝いの
メッセージを頂きました。

李 文亮 中華人民共和国
駐長崎総領事

吉田 親生 同窓会長

記念式典に引き続き、ソプラノ歌手尼崎
裕子さんとピアニスト森 美春さんに

よる記念コンサートが催されました。森
さんによるピアノのソロ演奏や「からた
ちの花」（山田 耕筰）、オペラ「蝶々夫
人」より「ある晴れた日に」などが歌わ
れ、プロの音楽家の演奏を楽しむひと時
を過ごしました。

記念コンサートも開催されました

田上長崎市長のメッセージを
代読される三藤 義文副市長

光田 明正 初代学長

お花も各方面から
多数頂戴しました

尼崎 裕子さん（右）と
森 美春さん（左）

吉田 義� 時津町長

池田 紘一 第２代学長
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▲ ▲

新 ラ ウ ンジ完成！ ▲ ▲

昨年８月発行の「ぶどうの樹」第８号の特集でもお伝えした、
長崎学院創立６５周年・長崎外国語大学開学１０周年記念事業の柱と
なる新ラウンジの改装工事が２０１１年９月に完成しました。学生同
士の歓談やグループ作業に、また各種行事を行うイベントスペー
スとして日々活用されています。
２０１１年１２月２１日には NGOサークル NESTによるキャンドルナ
イトが、また翌２２日には「東日本大震災応援プロジェクト」とし
て BBSクラブやベリーダンスサークル jasmine＊などによる、チャ
リティと祈りのイベントが開催されました。イベントの様子とと
もに完成したラウンジの様子をご覧ください。
ラウンジの完成にあたり、ご協力頂きました同窓生の皆様はじ

め本学関係者の皆様に改めて厚くお礼申し上げます。

新ラウンジ完成！

留学生も多数参加していました

会場にはたくさんの祈りの
キャンドルに火が灯されていました

ベリーダンスサークル jasmine＊による追悼と祈りの踊り

クリスマスの日が近づく会場内にはツリーも飾られました
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記念事業

「コミュニケーションラウンジ」の完成について
学校法人 長崎学院
長崎外国語大学 事務局長 森脇 浩

学校法人長崎学院創立６５周年・長崎外国語大学開学１０周年記念事業にあたり、学内外からの多数

の方々にご賛同を賜り、ご寄付をいただきましたことを厚くお礼申し上げます。

皆さまのご寄付によりまして記念事業として計画しておりました「コミュニケーションラウン

ジ」が２０１１年９月に完成したことをご報告申し上げます。

このコミュニケーションラウンジへの入口には創立からの学院の沿革や国際交流大学である長崎

外国語大学の海外交流協定大学を紹介するコーナーが設けられています。

また、ラウンジは学生たちが憩う場としての役割の他に、学内・学外行事や研究発表の場として

も利用できるよう工夫がされており、多目的な利用が出来るようになっています。

●
●
●

寄
付
金
応
募
の
お
願
い

●
●
●

学
校
法
人
長
崎
学
院
は
、
語
学

教
育
に
長
い
伝
統
と
実
績
を
持
ち
、

創
立
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
活

躍
す
る
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出

し
、
高
い
評
価
を
得
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
有
能
な
人
材

の
育
成
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、

教
育
お
よ
び
研
究
活
動
環
境
を
よ

り
一
層
充
実
さ
せ
、
社
会
に
貢
献

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
環
境
整
備
の
た
め

の
財
政
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、

も
と
よ
り
本
学
自
身
の
手
に
よ
り

強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
鋭
意
努
力
を
重
ね

こ
れ
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
少

子
化
を
背
景
と
し
た
学
校
間
競
争

の
中
、
私
立
学
校
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
教
育
研
究
活
動

環
境
の
整
備
と
充
実
を
目
的
と
致

し
ま
し
て
、
ご
寄
付
を
お
願
い
す

る
次
第
で
す
。
厳
し
い
経
済
環
境

の
な
か
誠
に
心
苦
し
く
存
じ
ま
す

が
、
不
安
な
社
会
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
も
人
間
力
を
鍛
え
、
勇
気

と
自
信
を
持
っ
て
世
界
へ
飛
躍
す

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
皆
様

か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
た
く
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

＊
こ
の
募
金
は
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
い
た
方
に
お
願
い
す
る
任

意
の
も
の
で
す
。

＊
入
学
前
の
募
集
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

�

教
育
研
究
用
の
施
設
設
備
の

取
得
費
等
に
充
当
し
ま
す

�

教
育
研
究
に
要
す
る
経
常
的

経
費
に
充
当
し
ま
す

募
金
金
額
に
つ
い
て

・
個
人

１
口

５
千
円

・
法
人

１
口

１
万
円

（
１
口
未
満
の
ご
寄
付
で
も
あ
り

が
た
く
お
受
け
い
た
し
ま
す
）

寄
付
者
の
顕
彰
に
つ
い
て

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
を
、
本

学
広
報
誌
「
ぶ
ど
う
の
樹
」
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
匿
名
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、「
寄
付
申
込
書
」
の
中
に
匿

名
希
望
の
旨
を
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
法
人
に
対
す
る
寄
付
に
関
す
る

優
遇
制
度
に
つ
い
て

�

個
人
の
場
合

学
校
法
人
長
崎
学
院
に
対
す
る
ご

寄
付
は
、
所
得
税
の
税
制
上
の
優
遇

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
平
成
２３
年
６
月
に
税
制
が
改
正
さ

れ
、
「
税
額
控
除
」
と
「
所
得
控
除
」

の
い
ず
れ
か
を
寄
付
者
に
と
っ
て
有

利
な
方
を
選
択
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
）

ぶどうのステンドグラス
は泉町（住吉）時代のもの

新ラウンジ完成！

海外の交流協定大学から贈られた記念品を展示する
コーナー

学院の歴史を紹介するコーナー
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�

法
人
の
場
合

企
業
等
法
人
か
ら
の
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
寄
付
金
額
を
当
該
事

業
年
度
の
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
次
の
通
り
、
寄
付
の
手
続
き

に
よ
っ
て
、
損
金
算
入
の
額
が
異
な

り
ま
す
。

�
「
受
配
者
指
定
寄
付
金
」
と
し
て

寄
付
い
た
だ
く
場
合
…

（
寄
付
金
の
全
額
を
損
金
に
算
入

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
）

受
配
者
指
定
寄
付
金
（
全
額
損
金
に

算
入
で
き
る
寄
付
金
）
は
、
日
本
私

立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
（
以
下

「
私
学
事
業
団
」）
を
通
じ
て
寄
付

者
が
私
立
学
校
（
私
立
学
校
を
指
定

し
て
）
へ
ご
寄
付
頂
く
制
度
で
、
い

つ
で
も
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
寄
付
金
は
全
額
損
金
に

算
入
で
き
ま
す
の
で
、
法
人
に
と
っ

て
大
変
有
利
で
す
。
免
税
手
続
き
に

は
、
本
学
か
ら
送
付
さ
せ
て
頂
く
、

私
学
事
業
団
発
行
の
「
寄
付
金
受
領

書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
長
崎

学
院
法
人
財
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

�
「
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対
す
る

寄
付
金
」
と
し
て
寄
付
い
た
だ
く

場
合
…

（
寄
付
金
の
一
定
の
限
度
額
ま
で

損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

次
の
計
算
式
に
則
っ
て
、
一
般
寄
付

金
の
限
度
額
と
同
額
ま
で
を
一
般
寄

付
金
と
別
枠
で
損
金
算
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
免
税
手
続
き
に
は
、

本
学
発
行
の
「
寄
付
金
領
収
書
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
校
法
人
長
崎

学
院
法
人
財
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

お
申
し
込
み
に
際
し
、
ご
記
入
い
た

だ
く
氏
名
、
住
所
、
そ
の
他
の
個
人
情

報
は
、
寄
付
金
業
務
の
み
に
利
用
い
た

し
ま
す
。

申
込
方
法

ま
ず
は
学
校
法
人

長
崎
学
院

法
人
財
務
課
ま
で
お
電
話
く
だ

さ
い
。

寄
付
に
関
す
る
ご
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
上
で
申
し
込
み
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
。
ご
不
明
の

点
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

寄
付
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

学
校
法
人

長
崎
学
院

法
人
経
理
課

〒
８
５
１
‐
２
１
９
６

長
崎
県
長
崎
市
横
尾
３
丁
目
１５
番

１
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
９
５
‐
８
４
０
‐
２
０
０
３

（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
９
５
‐
８
４
０
‐
２
０
０
１

Ｅ
‐
ｍ
ａ
ｉ
ｌ：

keiri@
tc.nagasaki-gaigo.ac.jp

●一般寄付金の損金算入限度額
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期末資本金及び
資 本 積 立 金×

事業年度月数
１２月 × ２．５１０００

�
	
�



�
�
�
�
�
�

＋
�
	


寄付金支出前
の所得金額×

５．０
１００

�
	
�

×
１
２＝

損金算入限度額

個 人

宮 崎 昭 義 杉 本 尚 子 平 木 輝 生 森 田 正 巳 小 泉 みよし 唐 原 こずえ

桑 原 孫 市 金 子 幸 治 末 永 まり子 松 永 勉 堀 井 健 一 古 井 興 治

柴 田 政 男 柴 田 ノブ子 井 上 義 彦 喜友名 真理子 藤 河 摩知子 山 本 清 美

松 本 香代子 桃 田 佳 池 本 卓 見 井 上 淳 井 手 洋 一 中 岡 雅

西 嶋 悦 郎 後 藤 タマ美 山 口 倫 子 福 森 明 子 八 陣 登代美 橋 本 晴 代

六 倉 恵 子 西 島 初 美 中 溝 悦 美 前 田 紀 子 松 本 松 次 中 尾 強 志

宮 崎 賢太郎 蒲 原 季 生 桑 原 清 弘 山 田 美知子 豆 谷 啓 子 道 上 正 行

竹之内 江里子 荻 野 貴美子 上 野 和 美 渡 部 貴 畑 田 主 税 丸 木 耐一郎

梅 木 智 前田文生、公子 小 田 力 播 重 豊 田 崎 紀 子 村 川 クニ子

寺 田 絹 子 米 森 正 夫 永 尾 あつ子 秀 島 和 子 上 野 恭 裕 春 海 賢 一

中 野 和 枝 宮 原 康 行 野 田 輝 子 田 川 基 夫 空 閑 次 男 西 島 初 美

金 子 清 美 森 光 明 美 石 井 眞紀子 松 本 誠 佐 野 信 夫 福 島 範 継

川 原 美 子 大久保 倫 紀 大久保 久 子

法 人

あけぼの建設� �長崎消毒社 長 崎 産 業 � � 昭 和 堂 北三会計事務所 長崎電気軌道�
� 九 宣 企 画 �浦上自動車学校 � 稲 崎 産 業 �長崎電鍵工業 �中の家旗店 �西九州エレベーターサービス
�キッズコーポレーション 三和通信長崎� デ イ ツ � �ティストサプライ ソフトバンク時津 グリコ牛乳 宮崎

長崎綜合警備� 量 祐 設 備 � 川 口 印 刷 � ヨ ツ バ 電 工 �ライセンスアカデミー �サーブネット
� 松 栄 設 備 � Ｌ Ｅ Ｏ Ｃ �貿易広告社 �栄美通信福岡 アダチ産業� �森美工務店
在 学 生

舘 正 剛 野 中 洋 本 山 貴 絵 古 河 さゆり 吉 岡 みどり 有 延 裕 一

友 利 猛二郎 吉 田 利 夫 上 村 望 山 口 恵美子 吉 岡 清一郎 本 田 繁 正

西 住 修 武 樂 村 珠 美 原 田 昌 実 小牟田 武 幸 柴 田 純 杉 本 有 三

里 侑 紀 渡 邉 純 子 西 村 忠 河 野 絢 加 月 木 修一朗 振 津 琢 磨

松 江 貞 則 辛 島 和 夫 渡 邉 栄 二 森 園 哲 也 中 継 弘 志 中 原 寿 宏

中 尾 一 隆 前 田 由利子 藤 川 賢一郎 児 玉 敦 加 藤 慎 二 松木田 小夜美

中 島 信 夫 佐 藤 孝 二 黒 田 貢 介 長 濱 喜代子 青 山 重 文 島 添 雅 弘

ご 寄 付 を 頂 い た 方 々
２０１０年１１月１日より２０１２年２月２１日までのご寄付（敬称略）

新ラウンジ完成！
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前 田 智 宏 高 木 勝 己 佐 野 宏二郎 松 本 隆 義 出 口 純 次 松 中 敬 雄

徳 光 俊 則 西 川 真 介 濱 崎 高 廣 犬 童 五百子 芝 原 讓 治 奥 野 明 美

沼 田 卓 八 楠 本 利 孝 中 島 洋 松 � 久 典 大 塚 博 司 坪 井 紀 幸

山 本 英 人 宮 瀬 享 金 丸 哲 郎 小 松 洋 司 吉 野 喜一郎 岡 山 光 一

森 田 明 博

同 窓 生

本 多 国 弘 喜多村 隆 昭 牧 山 和 義 俵 正 敏 羽 田 芳 子 田 中 清 長

立 川 保 宗 像 信 二 熊 懐 敦 子 白木原 賢 三 吉 村 敏 治 吉 岡 次 男

松 本 寛 斉 松 本 道 子 高 木 泰 文 田 端 安 範 田 端 久 栄 川 並 忠

溝 上 幸 雄 八 坂 邦 坂 井 喜美子 内 田 省 三 宮 本 孝 原 田 勝 三

扇 和 弘 兼 頭 祐 子 吉 田 親 生 川 端 撰一郎 増 留 愛香音 原 田 澄

片 山 伊勢雄 佐々木 典 子 安 川 久美子 種 田 紹 子 森 谷 和一郎 大 山 勇 太

栗 林 祐 子 浜 浦 巌 多 賀 哲 篁 古 賀 善 一 原 麻 理 中 野 ふみえ

和 田 清 一 竹 中 ゆかり 出 口 すヾ美 吉 田 淳 子 鳥 越 四 夫 平 野 享

宇 野 親 子 中小路 貴 黒 岩 照 雄 舛 田 子 笠 嶋 直 美 西 山 貴 子

藤 田 市 治 吉 谷 市 郎 今 泉 美 治 中 尾 啓 一 今 泉 美津代 本 田 信 博

本 田 紀代子 西 村 加津子 坂 口 順 子 宮 本 康 司 岩 田 耕 作 大久保 由 紀

田 平 文 江 キム・ゴンウ 小 道 隆 中 薗 美代子 � 尾 弘 大 山 勇 太

友 永 美 鈴 黒 田 由美子 梅 枝 ヨネカ 本 田 順 子 占 野 裕美子 丸 尾 英 紀

大 戸 淳 立 川 栄八郎 川 本 栄 一 鹿 毛 和 仁 森 美津子 塩 満 美代子

松 田 睦 美

団 体

創世記を読む会 保 護 者 会 同 窓 会 ワイン有志会

教 職 員

池 田 紘 一 坂 上 剛 入 江 清 弘 藤 崎 義 隆 藤 崎 真由美 宮 崎 伸 生

吉 永 京 子 山 本 敏 明 服 部 萬 樹 粟 屋 曠 山 本 哲 哉 山 本 薫

柴 田 精 三 森 脇 浩 戸 口 民 也 関 きみ子 丸 亀 法 佳 マラ・クラウディア

杉 野 博 子 阿 南 婦美代 長 野 雅 文 時 尾 みよ子 橋 本 高 明 小 西 哲 郎

小鳥居 伸 介 洲加本 周五郎 光 田 明 正 木 本 雅 康 小 林 由起子 山 口 初 實

伊 藤 正 宣 慶 谷 壽 信 橋 野 睦 � 橋 勇 造 山 下 和 俊 岡 村 泰 子

洲 崎 ヒトミ 磯 部 靖 松 添 孝 雄 中 村 淳 石 川 昭 仁 安 部 哲 也

吉 田 雄之進 新居田 純 野 浦 川 美 子 別 所 佐和子 大 屋 冨久代 末 永 幸 子

下 谷 隆 子 立 川 小百合 今 村 ひろみ 島 田 千 草 田 口 久美子 中 原 裕 子

山 口 慶 子

１、ご芳名の区分が複数にわたる方はいずれか一つの区分に掲載させていただきました。

２、教職員には元教職員・理事・監事も含ませていただきました。

３、法人・団体名称は略称を用いさせていただきました。

４、各区分別にご寄付頂いた順に掲載させていただきました。

校舎入口の壁面に設置された
短大の歴史を記念するプレート

新ラウンジ完成！

本大工町（現魚の町）に建つ
創立３０周年記念碑

２０１１年９月２３日 泉町校舎跡地に
記念碑が設置されました
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おお疲疲れれ様様ででししたた！！

おお世世話話ににななりりままししたた！！

本
年
度
を
も
っ
て
本
学
を
退
任

す
る
教
職
員
の
中
で
も
、
特
に
長

年
に
わ
た
っ
て
勤
務
さ
れ
て
き
た

６
名
の
方
々
に
、
退
職
に
あ
た
っ

て
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

田
村
美
代
子
教
授

（
ス
ペ
イ
ン
語
）

今
か
ら
３８
年
前
、
結
婚
を
機
に
仕
事
を

辞
め
て
長
崎
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
、

母
校
の
先
生
方
に
挨
拶
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

本
学
で
ス
ペ
イ
ン
語
の
教
員
を
探
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
く
じ
運
が
良

か
っ
た
た
め
し
は
な
い
の
で
す
が
、
今
で

も
あ
の
時
が
人
生
で
最
高
の「
つ
き
」だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
や
仕
事
仲
間

に
恵
ま
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
迷
惑
を
か

け
な
が
ら
も
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
教

員
生
活
は
本
当
に
「
楽
し
か
っ
た
」
の
一

言
で
す
。
学
生
・
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

個
人
的
に
は
つ
い
て
い
た
な
ど
と
言
い

ま
し
た
が
、
し
か
し
一
方
、
本
学
の
ス
ペ

イ
ン
語
の
運
命
は
逆
で
、
目
先
の
状
況
に

よ
り
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
短
大
・
四
大
を
合
わ
せ
て

９
１
５
名
の
卒
業
生
、
設
置
に
努
力
さ
れ

た
方
々
、
今
ま
で
関
係
し
て
こ
ら
れ
た

方
々
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
本
当
に
悲
し

く
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
本
学
の
ス
ペ
イ
ン

語
教
育
は
、
１
９
６
２
年
に
始
ま
り
、
本

来
で
あ
れ
ば
今
年
で
５０
周
年
を
迎
え
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
私
学
の
中
で
専
門
的
に
ス

ペ
イ
ン
語
が
学
べ
る
大
学
と
し
て
は
、
上

智
大
学
に
つ
い
で
戦
後
二
番
目
に
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
も
短
大
と
し
て
は
全

国
唯
一
で
し
た
。
四
年
制
大
学
と
し
て
も

神
戸
か
ら
西
に
は
ス
ペ
イ
ン
語
を
専
門
的

に
学
べ
る
大
学
は
現
在
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
実
だ
け
で
も
ス
ペ
イ
ン
語
の
講
座

は
全
国
に
誇
れ
る
本
学
の
財
産
だ
っ
た
の

で
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
の
学
生
は
い
つ
も
、
明
る

く
個
性
的
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
り
生

き
生
き
と
し
て
い
る
と
評
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
全
体
的
に
は
人
数
が
少
な
く
て
も
、

行
事
等
で
常
に
目
立
つ
存
在
で
し
た
。
そ

れ
は
ス
ペ
イ
ン
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す

国
々
の
文
化
の
影
響
で
あ
る
と
も
い
え
ま

す
。本

学
に
ス
ペ
イ
ン
語
は
必
要
で
す
。
長

崎
に
ス
ペ
イ
ン
語
は
必
要
で
す
。（
長
崎

市
は
ス
ペ
イ
ン
人
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
ー
レ

ス
が
生
ん
だ
街
で
す
。）
本
学
の
在
校
生
、

教
職
員
、
卒
業
生
の
皆
様
、
是
非
と
も
ス

ペ
イ
ン
語
の
復
活
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ

さ
い
。
つ
き
は
も
う
い
ら
な
い
田
村
か
ら

の
お
願
い
で
す
。

戸
口

民
也
教
授

（
フ
ラ
ン
ス
語
）

１
）
思
い
出

長
崎
外
国
語
短
期
大
学
に
着
任
し
た
の

は
１
９
７
２
年
４
月
で
す
か
ら
、
こ
の
３

月
で
ち
ょ
う
ど
４０
年
に
な
り
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
く
に

力
を
注
い
だ
仕
事
は
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、
住
吉
か
ら

か
ら
今
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
っ
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
長
崎
外
国
語

大
学
設
立
で
す
。
し
か
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス

移
転
の
目
的
は
大
学
を
つ
く
る
た
め
で
し

た
か
ら
、
移
転
の
準
備
を
始
め
た
と
き
か

ら
大
学
開
学
、
そ
し
て
第
１
期
生
を
送
り

出
す
ま
で
の
期
間
を
通
算
す
る
と
、
１０
数

年
か
か
り
ま
し
た
。
苦
労
は
多
か
っ
た
で

す
が
、
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
）
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
自
分
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
た
ま
え
」
で

す
。
ぼ
く
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
な
か
に
あ

り
ま
す
か
ら
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nagasaki-gaigo.ac.jp/toguch

i/m
essages/tog_m

essage.htm
l

「
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぼ
う
と
す
る
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
以
外
の
言
葉
を
学
ん
で
い
る

人
に
も
共
通
す
る
こ
と
を
書
い
た
つ
も
り

で
す
。

山
口

慶
子
教
授

（
ド
イ
ツ
語
）

こ
の
３
月
に
専
任
ポ
ス
ト
か
ら
退
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
教
職
員

の
皆
さ
ん
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
過
ご

せ
た
時
間
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
が
外
語
短
大
に
着
任
し
た
当
時
、
ド

イ
ツ
語
の
専
攻
は
な
く
、
教
養
の
教
員
と

し
て
ド
イ
ツ
語
や
文
学
の
科
目
を
担
当
す

る
こ
と
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
い
ろ
い

ろ
な
学
生
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
え
て
楽
し

か
っ
た
で
す
ね
。

そ
の
当
時
よ
く
聞
か
れ
た
質
問
が
外
語

短
大
な
の
に
「
な
ぜ
ド
イ
ツ
語
専
攻
が
な

い
の
」と
い
う
も
の
で
し
た
。「
お
っ
し
ゃ

る
通
り
で
す
！
」
と
内
心
思
い
な
が
ら
、

ど
う
す
れ
ば
ド
イ
ツ
語
専
攻
が
実
現
で
き

る
か
、
が
私
に
と
っ
て
の
課
題
で
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
、
そ
の
後
設
置
さ
れ
た

国
際
文
化
学
科
で
ド
イ
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
コ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

長
崎
外
国
語
大
学
で
も
、
開
設
の
初
め
か

ら
ド
イ
ツ
語
を
専
修
言
語
と
す
る
ド
イ
ツ

語
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
語
の
皆
さ
ん
は
個
性
派
ぞ
ろ
い
、

勉
強
に
学
内
行
事
に
頑
張
る
人
も
頑
張
ら

な
い
人
も
い
て
、
で
も
伊
王
島
研
修
や
ド

イ
ツ
語
週
間
な
ど
み
ん
な
の
気
持
ち
が
一

つ
に
な
る
時
間
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
在
学
生
の
皆
さ
ん
、

外
大
で
学
べ
た
こ
と
を
一
生
の
宝
に
し
て
、

人
生
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
！

時
尾
み
よ
子
さ
ん

（
学
生
支
援

室
長
）

私
は
１
９
７
５
年
か
ら
本
学
院
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歳
月
が
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
、
気
が
付
け
ば
丸
３７
年

も
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
通
称
「
学
生
課

の
メ
ガ
ネ
の
お
ば
さ
ん
」
も
寄
る
年
波
に

は
勝
て
ず
体
力
が
伴
い
ま
せ
ん
の
で
、
本

年
度
３
月
末
で
退
職
を
決
意
し
た
次
第
で

す
。写

真
嫌
い
な
私
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写

真
も
１０
数
年
変
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
知

る
人
も
少
な
い
若
か
り
し
頃
の
私
を
公
開

し
ま
し
ょ
う
。
か
な
り
の
レ
ア
物
で
す
よ
。

ど
こ
か
ら
か
使
用
前
・
使
用
後
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
？

ま
ぁ
冗
談
は
さ
て
お
き
、
３７
年
間
は
全

く
異
動
も
な
く
、
学
生
支
援
室
（
旧
学
生

課
）に
配
属
さ
れ
、
学
生
支
援（
生
活
面
・

学
習
面
）・
入
試
・
留
学
生
受
入
等
の
仕

事
に
就
き
、
寝
食
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
や
学
院
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た

の
な
ら
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
、
こ

れ
ま
で
捨
て
に
ゃ
ん
子
に
せ
ず
面
倒
見
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
谷

隆
子
さ
ん

（
入
試
広
報

室
長
）

長
崎
外
国
語
大
学
に
勤
務
す
る
中
で
、

長
年
に
わ
た
っ
て
多
く
の
高
校
生
と
の
出

会
い
が
多
く
あ
る
入
試
業
務
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

毎
年
４
月
に
説
明
会
な
ど
で
や
り
取
り

し
た
高
校
生
が
入
学
し
て
く
る
姿
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
と
、
わ
が
子
の
入
学
の
よ

う
に
嬉
し
く
も
あ
り
、
ま
た
無
事
卒
業
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
な
気
持
ち
も

味
わ
う
日
々
で
し
た
。

今
年
も
桜
咲
く
４
月
に
は
、
多
く
の
新

入
生
を
迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
た

そ
の
美
し
い
光
景
を
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
見
る
こ
と
が
出
来
ず
寂
し
い
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
気
持
ち
は
常
に
本
学

に
入
学
し
て
く
る
学
生
を
応
援
し
て
い
ま

す
。

吉
永

京
子
さ
ん

（
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー

事
務
室
長
）

ひ
と
き
わ
陽
ざ
し
が
綺
麗
な
１
月
の
土

曜
日
、
３
月
に
卒
業
を
控
え
た
本
学
留
学

生
に
よ
る
茶
会
に
参
加
し
た
。
躙
口
（
に

じ
り
ぐ
ち
）
と
呼
ば
れ
る
高
さ
・
幅
が
６０

�
ほ
ど
の
小
さ
な
出
入
り
口
か
ら
入
る
本

格
的
な
も
の
。
茶
の
道
は
と
ん
と
疎
い
の

に
年
齢
順
と
い
う
だ
け
で
正
客
と
な
り
、

躙
口
の
末
尾
で
入
り
順
を
待
つ
間
妙
に
緊

張
し
た
。

亭
主
で
あ
る
留
学
生
の
お
点
前
や
袱
紗

の
捌
き
を
間
近
に
し
、
ま
た
半
東
を
つ
と

め
る
日
本
人
学
生
た
ち
の
所
作
に
触
れ
、

正
座
に
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
て
胡
坐
に
早
々
に

崩
す
欧
米
の
留
学
生
に
皆
が
ほ
ほ
笑
み
、

茶
室
の
狭
い
空
間
が
五
色
の
大
型
紙
風
船

の
中
に
居
る
よ
う
な
、
こ
れ
ぞ
長
崎
外
国

語
大
学
と
実
感
す
る
２
時
間
あ
ま
り
の
茶

会
。亭

主
が
仕
舞
い
水
を
茶
釜
に
注
ぎ
入
れ

た
時
、
ご
指
導
の
先
生
が
説
明
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
言
葉
が
心
に
残
る
。「
釜
の
音

は
湯
の
温
度
と
と
も
に
刻
々
と
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
高
く
鳴
っ
て
い
た
釜
に
、
柄

杓
で
ひ
と
汲
み
の
水
を
注
ぐ
と
す
っ
と
静

ま
り
返
る
。
こ
の
釜
の
音
の
こ
と
を
松
風

（
し
ょ
う
ふ
う
）
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
も

ま
た
茶
の
点
前
の
ご
ち
そ
う
な
の
で

す
。」長崎

外
国
語
大
学
は
ご
ち
そ
う
が
、
ぜ

い
た
く
品
が
山
の
よ
う
に
あ
る
。
教
職
員

と
学
生
の
近
さ
、
各
専
修
言
語
の
イ
ベ
ン

ト
、
学
園
祭
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

多
文
化
が
共
生
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
、
駐
車

場
の
広
さ
、
学
生
食
堂
、
い
つ
も
掃
除
が

行
き
届
い
た
フ
ロ
ア
、
早
朝
に
は
必
ず
門

が
開
い
て
い
る
こ
と
、
毎
朝
コ
ピ
ー
機
に

は
用
紙
が
補
充
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
水
屋

に
は
お
湯
が
沸
い
て
い
る
こ
と
、「
松
風
」

の
ご
と
く
い
つ
も
贅
沢
な
音
を
立
て
て
い

る
職
場
で
あ
り
そ
し
て
我
が
母
校
を
誇
り

に
思
う
。
２９
年
間
に
心
か
ら
感
謝
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退任のご挨拶
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本学の財務状況については、学校法人会計基準に基づき、資金の動きを表す「資金収支計算書」経営状態を表す「消費収
支計算書」財務状況を表す「賃借対照表」により表されています。以下は２０１０（平成２２）年度の決算の概要です。資金収支
計算書では資金収入の総額は１２億１，３１６万円、資金支出の総額は１２億３，０７５万円となっており、次年度へ繰り越す支払資金は
２億７，５７２万円（前年度比▲１，７６０万円）となっています。これは東日本大震災による留学生の減少による前受金の減収が主
な要因です。消費収支計算書では「就業力育成支援事業」の採択その他国庫補助金の大幅増収等により帰属収入合計額は１２
億５，７０５万円となりました。補助事業に関する支出により消費支出の合計額は１２億１，５３９万円となりましたが、結果として
４，１６６万円の黒字決算となっています。貸借対照表は、学校法人の年度末における財産の状態を示すものです。資産総額は
６２億６８１５万円、負債総額は２６億２４４９万円であり、差し引き正味資産（自己資金：基本金＋消費収支差額）は３６億４３６６万円と
なっています。また純資産額（総資産額－総負債額）については、前年度末に比較して４１６６万円の増額となっています。

留学生受け入れのホストファミリー募集
本学では、アメリカ、イギリス、フランス、カナダ、中国、台湾、韓国と様々な国から毎年延べ１００人近くの短期留学生を受け入れてい
ます。彼らは半年から１年間を長崎で過ごしますが、多くが日本語、マンガや J-POP等日本の文化に関心を持ち、ありのままの日本の家
庭生活を体験してみたいと希望しています。ホテルや旅館のようなおもてなしを受けるのではなく、普段の市民の生活を体験したいと希望
しています。
皆様のお宅でも、留学生を受け入れてみませんか？
過去にホストファミリーとして留学生を受け入れられたご家庭の中には、学生の帰国後も交流が続き本国での結婚式にも招待された、な
ど交流をその後も続けている方もいます。受け入れる側にとっても日本に関心を持つ留学生と様々な話をする事で、日本についてや長崎に
ついて、新たな発見の機会となるかもしれません。
受け入れには本学まで通学出来る範囲内であることなどいくつか条件はありますが、少しでも関心をお持ちでしたら、まずはお気軽にご
連絡ください、お待ちしています。

国際交流センター事務室 電話０９５－８４０－２００２ ic@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp

（単位：円）
差 異
２６，６６３，２６９
８，５６３，７０６
４３８，５７１
２，３３７

８，０９４，６６２
２，８７２，７００
１５，６６５，３０９
３，００１，３９８
△２，４６９，３３５
△５，０００，０００
△１３，４１０，４１６
△３１，４３６，４６５
１２，９８５，７３６

（単位：円）
差 異
２７，８２２，２８１
１０，９３９，４５２
２，６８０，７４６
５８８，２２２
１４９，６５１
２，３３７

１１，４８０，１２７
０

△５，０００，０００
４５，８３２，４１９

（単位：円）

増 減
１３９，３７２，２０１

０
１３９，３７２，２０１

増 減
９７，７１０，３１４
△９７，７１０，３１４

増 減

△１６６，７２５，８０１

〔支 出 の 部〕

〔消費支出の部〕

平成２２年度決算
５２７，１３１，２６９
２９８，５１２，７０６
１６５，２１３，５７１
６２，２６１，３３７
１５３，２６１，６６２
７，８２６，７００
２９，４２７，３０９
３，００１，３９８
２１，６５７，７３５

△３７，５３９，３６４
２７５，７２１，９６７
１，５０６，４７６，２９０

平成２２年度決算
５２８，２９０，２８１
３７２，５４７，４５２
（７４，３３９，７４６）
２４０，８０８，２２２
（７５，５９４，６５１）
６２，２６１，３３７
１１，４８０，１２７

０

１，２１５，３８７，４１９
９７，７１０，３１４

１，９９１，２４０，８５４
０

２，０８８，９５１，１６８

前 年 度 末
５，５１４，２４５，４０８
７９，０００，０００

５，５９３，２４５，４０８

前 年 度 末
１，９９１，２４０，８５４
△１，９９１，２４０，８５４

前 年 度 末

６，４３４，８７７，４９９

平成２２年度予算
５００，４６８，０００
２８９，９４９，０００
１６４，７７５，０００
６２，２５９，０００
１４５，１６７，０００
４，９５４，０００
１３，７６２，０００

０
２４，１２７，０７０
５，０００，０００

△２４，１２８，９４８
３０７，１５８，４３２
１，４９３，４９０，５５４

平成２２年度予算
５００，４６８，０００
３６１，６０８，０００
（７１，６５９，０００）
２４０，２２０，０００
（７５，４４５，０００）
６２，２５９，０００

０
０

５，０００，０００
１，１６９，５５５，０００
１７１，１４５，０００
１，９９１，２４０，８５４

０
２，１６２，３８５，８５４

本 年 度 末
５，６５３，６１７，６０９
７９，０００，０００

５，７３２，６１７，６０９

本 年 度 末
２，０８８，９５１，１６８
△２，０８８，９５１，１６８

本 年 度 末

６，２６８，１５１，６９８

科 目
人 件 費 支 出
教 育 研 究 経 費 支 出
管 理 経 費 支 出
借 入 金 等 利 息 支 出
借 入 金 等 返 済 支 出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費
資 金 支 出 調 整 勘 定
次 年 度 繰 越 支 払 資 金
支 出 の 部 合 計

科 目
人 件 費
教 育 研 究 経 費

（減価償却額）
管 理 経 費

（減価償却額）
借 入 金 等 利 息
資 産 処 分 差 額
徴 収 不 能 額
予 備 費
消 費 支 出 の 部 合 計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
基 本 金 取 崩 額
翌年度繰越消費支出超過額

基 本 金 の 部
科 目

第 １ 号 基 本 金
第 ４ 号 基 本 金
基 本 金 の 部 合 計

消 費 収 支 差 額 の 部
科 目

翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計

科 目
負債の部・基本金の部及び
消費収支差額の部合計

資 金 収 支 計 算 書

消 費 収 支 計 算 書

貸 借 対 照 表

（単位：円）
差 異
△３０，４０８，５００
△８９４，３２５
６，９１９，５１５
８０，０８６，９８４
１２５，７１３
８，０９５，０００

△１２，１９８，８５３
１７，５７７，６５９

０
△５５，８５８，１０７
５，０７４，３９３
△５，５３３，７４３

０
１２，９８５，７３６

（単位：円）
差 異
△３０，４０８，５００
△８９４，３２５
６，２２５，４６８
８０，０８６，９８４
１２５，７１３

０
△１２，１９８，８５３
４８，３７１，８１９
９１，３０８，３０６
２７，９５８，７９９
１１９，２６７，１０５

（単位：円）

増 減
△１２６，６３８，２１４
△１２９，３４９，７４６
２，７１１，５３２

△４０，０８７，５８７
△１６６，７２５，８０１

増 減
△１７８，７１３，８１２
△２９，６７３，８７６
△２０８，３８７，６８８

〔収 入 の 部〕

〔消費収入の部〕

平成２２年度決算
７８０，００４，５００
６，４９５，６７５
６，９１９，５１５
２２７，５６０，９８４
１，２７５，７１３
８，０９５，０００
１７３，７１１，１４７
２７，４８１，６５９

０
１８８，５０７，８９３
４８，６９７，８６９

△２５５，５９２，５６９
２９３，３１８，９０４
１，５０６，４７６，２９０

平成２２年度決算
７８０，００４，５００
６，４９５，６７５
９，７２５，４６８
２２７，５６０，９８４
１，２７５，７１３

０
１７３，７１１，１４７
５８，２７５，８１９

１，２５７，０４９，３０６
△１３９，３７２，２０１
１，１１７，６７７，１０５

前 年 度 末
６，０９４，８３６，２３９
５，９９７，１７９，４２４
９７，６５６，８１５
３４０，０４１，２６０
６，４３４，８７７，４９９

前 年 度 末
２，３８６，０１５，０７９
４４６，８５７，８６６
２，８３２，８７２，９４５

平成２２年度予算
８１０，４１３，０００
７，３９０，０００

０
１４７，４７４，０００
１，１５０，０００

０
１８５，９１０，０００
９，９０４，０００

０
２４４，３６６，０００
４３，６２３，４７６

△２５０，０５８，８２６
２９３，３１８，９０４
１，４９３，４９０，５５４

平成２２年度予算
８１０，４１３，０００
７，３９０，０００
３，５００，０００
１４７，４７４，０００
１，１５０，０００

０
１８５，９１０，０００
９，９０４，０００

１，１６５，７４１，０００
△１６７，３３１，０００
９９８，４１０，０００

本 年 度 末
５，９６８，１９８，０２５
５，８６７，８２９，６７８
１００，３６８，３４７
２９９，９５３，６７３
６，２６８，１５１，６９８

本 年 度 末
２，２０７，３０１，２６７
４１７，１８３，９９０
２，６２４，４８５，２５７

科 目
学 生 生 徒 納 付 金 収 入
手 数 料 収 入
寄 附 金 収 入
補 助 金 収 入
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入
事 業 収 入
雑 収 入
借 入 金 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収 入 の 部 合 計

科 目
学 生 生 徒 納 付 金 収 入
手 数 料
寄 付 金
補 助 金
資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入
帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計
消 費 収 入 の 部 合 計

資 産 の 部
科 目

固 定 資 産
有形固定資産
その他の固定資産
流 動 資 産
資 産 の 部 合 計

負 債 の 部
科 目

固 定 負 債
流 動 負 債
負 債 の 部 合 計

決算報告 他

学校法人長崎学院 ２０１０（平成２２）年度決算報告
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ぶ
ど
う
の
樹
第
９
号

●
藤
田
勇
樹
さ
ん
は
現
在
、
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
韓
国
語
専

修
の
２
年
生
で
す
。
韓
国
語
を
学
ぶ

き
っ
か
け
や
力
を
注
い
で
い
る
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
、
学
生
生
活
に
つ
い

て
話
を
聴
き
ま
し
た
。

―
―
韓
国
語
を
学
ぼ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

高
校
時
代
に
観
た
韓
国
映
画
で

し
ょ
う
か
。
と
て
も
面
白
く
、
こ
う

い
う
映
画
を
字
幕
無
し
に
観
ら
れ
る

様
に
な
り
た
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

―
―
実
際
に
韓
国
語
を
学
ん
で
み
て
の

感
想
は
？

日
本
語
に
似
て
い
る
部
分
も
あ
り
、

馴
染
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
で
す
ね
。

発
音
も
す
ん
な
り
耳
に
入
っ
て
く
る

感
じ
が
し
ま
す
し
、
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
す
。

―
―
サ
ー
ク
ル
活
動
に
も
力
を
注
い
で

い
る
そ
う
で
す
ね

は
い
。
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ(N

agasaki
E

x-
pressive

Student
Team

)

と
い
う
Ｎ

Ｇ
Ｏ
サ
ー
ク
ル
の
代
表
を
し
て
い
ま

す
。
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
が

高
校
時
代
に
取
り
組
ん
で
い
た
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
活
動
を
し
て
い
た
の
で
親

し
み
を
感
じ
た
事
と
、
何
ら
か
の
国

際
協
力
を
大
学
で
も
継
続
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

―
―
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
活
動
」
と
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
で
す
か
？

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
回

収
し
て
得
た
資
金
を
「
世
界
の
子
ど

も
に
ワ
ク
チ
ン
を
日
本
委
員
会
」
を

通
じ
て
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
途
上
国

の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る
活
動
で
す
。

た
だ
実
際
に
は
キ
ャ
ッ
プ
の
輸
送
費

や
管
理
費
が
結
構
掛
か
っ
た
り
す
る

様
で
す
が
、
色
々
な
支
援
の
方
法
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
そ
れ
を
広
め
る

活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
産
品
を
学
園
祭

で
販
売
し
た
り
、
昨
年
１２
月
に
は
初

め
て
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
新
し
い

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
と
い
う

事
も
あ
っ
て
か
雰
囲
気
も
良
く
、
大

変
好
評
で
し
た
の
で
継
続
し
て
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
４
月
２７
日
に
実
施
予
定
で
す
。

―
―
今
２
年
生
、
入
学
し
て
ほ
ぼ
２
年

間
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
本
学
に
入
学

し
て
み
て
の
率
直
な
感
想
を
聴
か
せ
て

下
さ
い
。

学
生
生
活
は
普
段
の
勉
強
の
予

習
・
復
習
や
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
活
動
な
ど

で
忙
し
く
充
実
し
て
い
ま
す
。

入
学
前
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
と
言

え
ば
留
学
生
が
も
っ
と
多
い
も
の
か

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
留
学
生

も
い
て
も
っ
と
多
国
籍
な
も
の
か
と

…
…
。
様
々
な
文
化
背
景
の
人
達
と

交
流
の
機
会
が
増
え
る
と
な
お
良
い

で
す
ね
。
そ
れ
で
も
語
劇
祭
は
じ
め

外
国
語
大
学
な
ら
で
は
の
行
事
が

色
々
あ
る
の
は
魅
力
的
で
す
ね
。

―
―
今
、
特
に
興
味
を
持
っ
て
学
ん
で

い
る
事
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

「
地
域
活
性
化
」
に
も
興
味
が
あ

り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
結
び
付
け

ら
れ
な
い
か
と
個
人
的
に
勉
強
し
て

い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
そ
の
地
域
が

生
き
生
き
と
す
る
の
か
？
大
学
が
地

域
に
果
た
す
こ
と
の
出
来
る
役
割
は

何
な
の
か
、
な
ど
・
・
。
き
っ
か
け

は
長
崎
市
の
企
画
「
長
崎
遊
学
」
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
事
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
地
域
の
住
み
や
す
さ
、
働

き
や
す
さ
な
ど
に
つ
い
て
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
へ
の
関
心
か
ら

地
域
の
発
展
に
も
興
味
が
拡
が
っ
た
、

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

は
い
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
産
品

を
買
う
側
も
、
ま
た
生
産
す
る
側
も

双
方
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
仕
組
み

が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で
す
の
で
、
そ

の
仕
組
み
が
地
域
活
性
化
に
貢
献
で

き
な
い
か
と
模
索
中
で
す
。
現
在
学

内
の
売
店
に
も
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

コ
ー
ヒ
ー
や
雑
貨
を
置
い
て
販
売
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
は
一
番
人
気
で
す
。

―
―
今
後
の
目
標
は
？

「
も
っ
と
身
近
に
、
よ
り
継
続
的
に
、

そ
し
て
多
く
の
人
に
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
地
道
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

せ
っ
か
く
新
し
く
、
雰
囲
気
も
い
い

学
生
ラ
ウ
ン
ジ
が
完
成
し
た
の
で
、

月
２
回
ペ
ー
ス
く
ら
い
で
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
カ
フ
ェ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い

て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
秋
学
期
の
定

期
試
験
最
終
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
今
月
末
に
は
タ
イ
に
支

援
の
あ
り
方
を
学
ぶ
た
め
に
出
掛
け

る
と
の
事
で
し
た
。

自
分
の
興
味
・
関
心
を
掘
り
下
げ

な
が
ら
、
考
え
つ
つ
行
動
す
る
表
情

は
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

長
崎

よ
み
が
え
る
原
爆
写
真
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
・
著
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
１
９
９
５
年
）

本
書
は
、
被
爆
５０
年
を
迎
え
た
１
９
９
５
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
テ
レ

ビ
放
送
さ
れ
た
「
長
崎

映
像
の
証
言
〜
よ
み
が
え
る
１
１
５
枚

の
ネ
ガ
〜
」
と
い
う
番
組
の
取
材
過
程
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

で
あ
る
。

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の
翌
日
、
軍
の
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ
た
山
端

庸
介
は
、
福
岡
か
ら
陸
路
長
崎
市
内
に
入
り
、
壊
滅
し
た
街
と
傷

つ
き
斃
れ
た
人
々
の
姿
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
た
。
５０
年
後
、
ア
メ

リ
カ
国
内
で
山
端
の
写
真
展
が
開
か
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
取
材
班
は
写
真
に
登
場
す
る
被
爆
者
を
探
し
出
し
、
そ
の
証
言

を
取
る
。

山
端
の
写
真
は
誰
も
が
一
度
は
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
彼
の
写
真
は
、
現
存
す
る
な
か
で
被
爆
後
最
も
早
い

市
内
の
模
様
を
捉
え
た
貴
重
な
も
の
で
、
長
崎
原
爆
を
語
る
際
に

は
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
て
き
た
。
炊
き
出
し
の
お
に
ぎ
り
を
手
に

し
た
ま
ま
佇
む
幼
い
子
供
と
そ
の
母
、
傷
つ
い
た
弟
を
背
負
い
市

内
を
彷
徨
す
る
兄
、
真
っ
黒
に
焼
け
た
少
年
の
遺
体
…
。
私
も
、

小
学
生
の
頃
か
ら
何
度
も
夏
の
平
和
学
習
な
ど
の
機
会
に
彼
の
写

真
に
触
れ
て
き
た
。
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
く
、
と
き
に
戦
慄
す
ら

お
ぼ
え
る
写
真
の
な
か
の
現
実
を
前
に
し
て
、
最
初
は
正
視
す
る

こ
と
が
で
き
ず
目
を
伏
せ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

本
書
に
は
「
お
に
ぎ
り
を
持
っ
た
母
」、「
弟
を
背
負
っ
た
兄
」

な
ど
、
山
端
が
写
し
た
人
物
本
人
の
、
或
い
は
そ
れ
に
関
わ
る
人

物
の
証
言
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
確
か
に
６７
年
前
の
長
崎

で
、
例
え
ば
浜
口
町
で
、
茂
里
町
で
、
道
ノ
尾
駅
で
、
人
々
の
日

常
を
襲
っ
た
現
実
だ
っ
た
。

原
爆
投
下
と
い
う
世
界
史
上
の
大
事
件
と
し
て
、
そ
し
て
幼
い

頃
か
ら
あ
る
意
味
見
慣
れ
て
し
ま
っ
た
写
真
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る

現
実
離
れ
し
た
印
象
か
ら
、
私
は
時
に
こ
の
事
実
が
ど
こ
か
遠
い

「
歴
史
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

今
こ
の
足
も
と
の
地
面
の
下
に
は
原
爆
に
燃
え
た
土
が
あ
り
、
そ

し
て
私
を
含
め
長
崎
の
人
々
は
そ
れ
を
６０
余
年
の
あ
い
だ
踏
み
し

め
な
が
ら
戦
後
を
生
き
て
き
た
。
本
書
を
読
み
、「
歴
史
」
と
現

在
の
私
た
ち
の
繋
が
り
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。

生
前
山
端
は
、
自
ら
の
長
崎
の
写
真
の
使
用
依
頼
に
対
し
て
、

政
治
的
な
目
的
や
、
あ
る
主
義
主
張
に
傾
倒
し

た
か
た
ち
で
の
使
用
を
固
く
禁
じ
た
と
い
う
。

こ
の
圧
倒
的
な
現
実
の
前
で
は
そ
の
よ
う
な
も

の
た
ち
は
不
要
な
の
だ
ろ
う
。い
ち
の
み
や

は
る
よ
し

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
係
員

一
宮

啓
祥
）

在校生
インタビュー！

在校生インタビュー・私の一冊

※フェアトレード…発展途上国の農産物や雑貨などを、適正な価格で輸入・消費する取り組み。低賃金労働を強いられる傾向のある
途上国での雇用を創出し、貧困解消や経済的自立を促すねらいがある。出典：yahoo! 百科事典（小学館『ニッポニカ・プラス』）
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